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☆このシラバスには、各 教 科 の学 習 内 容 ・学 習 ポイント・評 価 方 法 

が書かれています。 



【国語科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  国語科  授業計画 

 

１）教科の目標 

 

 

日常生活で活用できる言語能力を身につけよう。 

文字を正しく丁寧に書く習慣を身につけよう。 

 

２）評価の観点 

「知識・技能」 

学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに、それらを既有

の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用でき

る程度に概念等を理解したり、技能を習得したりしているかについても評価する。 

「思考・判断・表現」 

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力・判断力・表現力等を身

につけているかを評価する。 

「主体的に学習に取り組む態度」 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた

粘り強い取組を行おうとしている側面と、その粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調

整しようとする側面を総合的に評価する。 

 

３）評価の方法 

⑴「知識・技能」について 

○「言語事項」の学習活動 

   ・定期テストの「語句・言語に関する問題」 ・休み明け漢字テスト   

・硬筆  ・書き初め 

⑵「思考・判断・表現」について 

  ○「話すこと・聞くこと」の学習活動 

   ・スピーチ  ・聞く態度  ・聞き取りテスト        ・発言、発表の仕方    

○「書くこと」の学習活動 

   ・定期テストの課題作文 ・授業プリント ・読書感想文 

○「読むこと」の学習活動 

   ・定期テストの「読解問題」 ・授業プリント ・小テスト ・発表の内容 

⑶「主体的に学習に取り組む態度」について 

  ○主に授業中の態度や，日常的な学習・提出物で評価します。 

   ・忘れ物をしない ・積極的に発言する ・提出物の期限を守って提出する 

   ・提出物（授業ノートや漢字スキルワーク・別冊テストなど）の内容  

   ・古文の音読テスト  ・古文の暗唱テスト（定期テストも含む）  

 



 

 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

 

  月    単  元      学 習 内 容 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

学 

 

期 

 

 4 

 

 

 5 

 

 

  

 6 

 

 

 

 

 7 

１，広がる学びへ 

見えないだけ 

アイスプラネット 

枕草子 

多様な方法で情報を集めよう 

 

漢字①熟語の構成 

硬筆 

２，多様な視点から 

クマゼミ増加の原因を探る 

魅力的な提案をしよう 

 

情報社会を生きる 

メディアを比べよう 

「自分で考える時間」をもとう 

文法①自立語 

３，言葉と向き合う 

短歌に親しむ 

言葉①類義語・対義語・多義語 

 

・言葉の用い方や表現の特徴に注意し，自分なりの感想をもちながら読む。 

・登場人物の言動や心情を表す表現などに注意して作品を読み取る。 

・日本の四季を描いた情景の描写の巧みさを読み取る。 

・多様な方法で情報を収集し、図や記号を用い整理して伝えたいことを明確にし

て書く。 

・熟語の構成について理解する。 

・横書きの楷書を形を整えて書く。 

 

・文章の全体と部分の関係や文章と図表の関係に注意して読み，理解を深める。 

・聞き手の立場を想定して話題を決め，効果的に伝わるように構成を工夫する。 

・視覚的にも工夫し、相手の反応を見ながら話す。 

 

・目的に応じて適切な情報を得て，内容を解釈する。 

・ニュースがどのように編集されているかについて，具体例を基に考える。 

・活用のある自立語とない自立語の働きを理解する。 

・短歌に示された語句の効果的な使い方や文章の描写の効果を理解し，情景を想

像して朗読する。 

・類義語と対義語，多義的な意味を表す語句の意味や用法に注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

学 

 

期 

 

 9 

 

 

 

 10 

 

 

 

 

 

 11 

 

 

 12 

４，人間のきずな 

盆土産 

字のない葉書 

 

言葉②敬語 

漢字②同じ訓・同じ音をもつ漢字 

表現を工夫して書こう 

[推敲]表現の効果を考える 

 

５，論理を捉えて 

モアイは語る―地球の未来 

 

６，いにしえの心を訪ねる 

源氏と平家 

扇の的―「平家物語」から 

仁和寺にある法師「徒然草」から 

漢詩の風景 

７，価値を語る 

君は「最後の晩餐」を知っている

か 

 

書初 

・語句の効果的な使い方を理解し，表現に即して優しさや温かさなどを読み味わ

う。 

・人物の言動や様子を描いた表現，心情を表す語句に着目し，その人柄や心情を

捉える。 

・日本語の敬語表現の特徴について理解を深め，その使い方を身につける。 

・同音異義語など，意味・用法の異なる漢字や熟語について理解する。 

・相手や目的に応じて，敬語を適切に使って通信文を書く。 

・書いた文章を読み返して推敲し，言葉の使い方や表記に誤りがない文章にす

る。 

 

・各段落の役割や叙述の順序に注意して読み，内容を理解する。 

 

 

・古文の表現に慣れ，古典の世界を楽しむ。 

・古典の文章を朗読して，その独特の調子やリズムに慣れ，作品を楽しむ。 

・文章を朗読してその表現に慣れ，作品を読み味わう。 

・漢詩特有の言葉遣いや調子を生かして読み味わう。 

 

・初めて知ったことや興味をもったところなどを，知識と体験と関連づけながら

確認し合い，文章中のもの見方や考え方について自分の考えをもつ。 

 

・行書をバランスを整えて書く。 

 

 

 

３ 

 

学 

 

期 

 

 1 

  

  

 2 

  

 3 

 

文法②用言の活用 

８，表現を見つめる 

走れメロス 

 

文法③付属語 

構成や展開を工夫して書こう 

 

言葉③話し言葉と書き言葉 

漢字③送り仮名 

 

 

国語の学びを振り返ろう 

・用言の活用について理解する 

・語句の効果的な使い方を理解し，表現の巧みさを読み味わい，描写の効果，人

物の言動の意味などを考え，内容の理解に役立てる。 

 

・付属語について理解する。 

・気持ちや気持ちの変化が効果的に伝わるように，ある視点を定め，表現を工夫

して書く。 

・方言と共通語の果たす役割について理解する。 

・送り仮名の付け方の原則を理解する。 

 

・一年間の学びを振り返り、国語の学ぶ意義を考える。 

・読み手のことを考え、構成や表現を工夫し、わかりやすく情報を伝える。 

 



【社会科 シラバスについて】 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  社会科  授業計画 

１）教科の目標 

 

・地理や歴史に興味を持って、積極的に調べ、考えられる生徒の育成。  

・社会事象に関する基礎的教養を身につける。 

 

２）評価の観点 

・社会的事象への理解と資料活用の技能 

 

我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国

際関係等に関して理解しているとともに，調

査や諸資料から様々な情報を効果的に調べ

まとめている。 

・社会的な思考・判断・表現 

 

社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連

を多面的・多角的に考察したり，社会に見ら

れる課題の解決に向けて選択・判断したり，

思考・判断したことを説明したり，それらを

基に議論したりしている。 

・社会的事象を主体的に学ぼうとする態度 社会的事象について，国家及び社会の担い手

として，よりよい社会の実現を視野に課題を

主体的に解決しようとしている。 

３）評価の方法 

 

〇定期テスト 〇小テスト 〇作業学習（調査・分析）など  

〇ノートやレポートの内容 など【知識・技能】 

 

○定期テスト ○授業中の発言内容  

○ノートやレポートの内容など 〇 振り返りシートの記入内容 【思考・判断・表現】 

 

〇ノートやレポートの内容 〇社会科の学習に取り組む態度  

〇振り返りシートの記入内容など 【主体的に学ぼうする態度】 

 

＊ ３つの観点をこれらの方法等で評価し、それぞれＡ・Ｂ・Ｃの判定をします。 

 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

４ 

５ 

６ 

 

 

７ 

【地理的分野】 

・日本のさまざまな地域 

 

・日本の諸地域 

 

 

 

 

・地域調査の手法 

・日本の地域的特色と地域区分 

・九州地方 

・中国・四国地方 

・中部地方 

・関東地方 



２

学

期 

 

９ 

１０ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

【地理的分野】 

・日本の諸地域 

 

 

【歴史的分野】 

近世の日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開国と日本の歩み 

 

・東北地方 

・北海道地方 

 

・中世ヨーロッパとイスラム世界 

・ルネサンスと宗教改革 

・ヨーロッパ世界の拡大 

・ヨーロッパ人との出会い 

・織田信長・豊臣秀吉による統一事業 

・兵農分離と秀吉の対外政策 

・桃山文化 

・江戸幕府の成立と支配のしくみ 

・さまざまな身分とくらし 

・貿易の振興から鎖国へ 

・鎖国下の対外関係 

・琉球王国やアイヌ民族との関係 

・農業や諸産業の発展 

・都市の繁栄と交通路の整備 

・幕府政治の安定と元禄文化 

・享保の改革と社会の変化 

・田沼意次の政治と寛政の改革 

・新しい学問と化政文化 

・外国船の出現と天保の改革 

 

・イギリスとアメリカの革命 

・フランス革命 

・ヨーロッパにおける国民意識の高まり 

・ロシアの拡大とアメリカの発展 

・産業革命と資本主義 

３

学

期 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

【歴史的分野】 

開国と近代日本の歩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・欧米のアジア侵略 

・開国と不平等条約 

・開国後の政治と経済 

・江戸幕府の滅亡 

・新政府の成立 

・明治維新の三大改革 

・富国強兵と文明開化 

・近代的な国際関係 

・国教と領土の確定 

・領土をめぐる問題の背景 

・自由民権運動の高まり 

・立憲制国家の成立 

・欧米列強の侵略と条約成立 

・日清戦争 

・日露戦争 

・韓国と中国 

・産業革命の進展 

・近代文化の形成 

 



【数学科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第 2学年  数学科  授業計画 

 

１）教科の目標 

１ 文字を用いた式について、目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばすとともに連立二元一

次方程式について理解し、それを用いる能力を養う。 

２ 基本的な平面図形の性質について、観察、操作や実験を通して理解を深めるとともに、図形の性質の

考察における数学的な推論の意義と方法とを理解し、推論の過程を的確に表現する能力を養う。 

３ 具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解するとともに、関数関係を見いだし表現

し考察する能力を養う。また、具体的な事象についての観察や実験を通して、確率の考え方の基礎を

培う。 

 

２）評価の観点 

①主体的に取り組

む態度 

・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするこ

とに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようとしているかどうかを

含めて評価する。 

②知識 技能 ・個別の知識及び技能の習得状況について評価する。 

・それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，概念等とし

て理解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。 

③思考判断表現 ・数学の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判断

力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。 

 

３）評価の方法 

授業や課題への取り組みの態度、定期テスト、小テスト、提出物（提出日）、ノ－ト、ワ－ク、プリント、

宿題、発言 等 

 

 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

4月 

 

5月 

 

 

１章 式の計算 

 １節 式の計算 

 ２節 文字式の利用 

○単項式、多項式の意味を理解できるようにします。単項式、

多項式の計算をできるようにします。 

 式を簡単にして式の値を求めることができるようにします。 

○等式を指定された文字について解けるようにします。整数

の性質を文字式を用いて説明できるようにします。 



6月 

 

7月 

 

 

 

 

 

２章 連立方程式 

 １節 連立方程式 

 ２節 連立方程式の利

用 

○二元一次方程式、連立方程式の意味と解の意味を理解でき

るようにします。加減法、代入法で連立方程式が解けるよう

にします。 

○連立方程式を利用して文章題を解けるようにします。 

３章 一次関数 

 １節 一次関数とグラ

フ 

○関数、一次関数の意味を理解し、その式の形や変化の割合の

特徴がわかるようにします。一次関数のグラフをかくことが

できるようにします。一次関数の式を求めることができるよ

うにします。 

２

学

期 

9月 

10月 

 

11月 

 

 

 

12月 

 

２節 一次関数と方程

式 

 ３節 一次関数の利用 

○一次関数のグラフと二元一次方程式のグラフとは同じ関係

を表していることをわかるようにします。連立方程式の解は

グラフの交点の座標になることがわかるようにします。 

４章 図形の調べ方 

 １節 平行と合同 

 ２節 証明 

 

○対頂角、平行線、多角形の内角や外角の性質がわかり、角の

大きさを求めることができるようにします。 

○合同な図形の性質、三角形の合同条件がわかるようにしま

す。証明、仮定、結論の意味が分かるようにします。 

５章 図形の性質と証明 

 １節 三角形 

 ２節 四角形 

 

○定義の意味、定理とその逆について理解して、三角形に関す 

る性質を証明できるようにします。直角三角形の合同条件

がわかるようにします。 

○平行四辺形の性質を理解し証明に使えるようにします。等

積変形がわかるようにします。 

３

学

期 

1月 

2月 

 

3月 

６章 確率 

 １節 確率の意味 

 ２節 場合の数と確率 

○確率の意味がわかるようにします。樹形図や表を用いて起

こり得る場合を順序よく整理して調べられるようにします。 

○簡単な場合について、確率を求められるようにします。 

７章 箱ひげ図とデータ

の活用 

 １節 データの分析と 

問題解決 

○箱ひげ図や四分位範囲などの意味がわかるようにします。 

また、それらを用いて、データの傾向を考察し，判断するこ

とができるようにします。 

 

復習 ○１年間の学習の総まとめをします。 

 



【理科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  理科  授業計画 

 

１）教科の目標 

◎自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察・実験を行

うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成す

ることを目指す。 

 

２）評価の観点 

(知識及び技能)  

・自然の事物・現象についての基本的な概念や原理・法則などを理解している 

・科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能

を身に着けている。 

(思考・判断・表現） 

・自然の事物・現象から問題を見出し、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた結果を分

析して解釈し、表現するなど科学的に探究している。 

(主体的に学習に取り組む態度)  

・自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとし

ている。 

 

３）評価の方法 

知識及び技能→定期テスト、パフォーマンステストなど 
思考、判断、表現→定期テスト、実験レポートの考察、課題レポートなど 
主体的に学習に取り組む態度→授業態度、課題プリント、振り返りカード、実験レポートなど 

  

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

 ４ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 ６ 

生物のからだのつくりとはたらき 

1. 生物と細胞 

2. 植物のからだのつくりとは

たらき 

3. 動物のからだのつくりとは

たらき 

4. 刺激と反応 

 

・水中の微生物の観察を行う。 

・顕微鏡の使い方について知る。 

・動物と植物の細胞について知る。 

・光合成や呼吸、蒸散等について知る 

・目や耳､鼻､皮膚､舌などの感覚器官の特徴 

・神経系と運動器官のつくりと特徴 

・消化、呼吸、血液循環のしくみ 



 

 

２

学

期 

  

 ７ 

 

 ９ 

 

 

 

 

 

 

  

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

  

天気とその変化 

1. 気象観測 

2. 雲のでき方と前線 

3. 大気の動きと日本の天気 

 

 

 

 

 

 

 

化学変化と原子・分子 

 

１．物質のなりたち 

２．物質どうしの化学変化 

３．酸素がかかわる化学変化 

４．化学変化と物質の質量 

５．化学変化とその利用 

 

 

・気象観測の方法や気象変化の特徴を調べる。 

・大気圧と気圧について知る。 

・霧や雲の発生についての観察や実験を行う。 

・前線の通過の際の気象要素や天候の変化を天気図

や 気象データから調べる。 

・温暖前線や寒冷前線の特徴を調べる。 

・数日間の天気図などから天気を予測する。 

・日本の天気の特徴を学ぶ。 

・大気の動きや海洋の影響を地球規模で考える。 

 

 

・加熱や電流による分解の実験を行う。 

・物質は原子・分子からできていることを理解し、原子

は記号で表されることを知る。 

・２種類の物質を化合させる実験を行う。 

・化学変化を化学式で表す。（化学反応式） 

・化学変化の前後で、質量が保存されることを調べる。

（質量保存の法則） 

・化合する物質の質量の割合を調べる。 

・酸化と還元について実験を通して調べる。 

 

 

３

学

期 

  

 １ 

 

 ２ 

 ３ 

電気の世界 

１．静電気と電流 

 

２．電流の性質 

３．電流と磁界 

・静電気を発生させる実験を行う。 

・電流が電子の流れであることを知る。 

・回路図をもとにして、直列回路と並列回路を組み、電

流と電圧の大きさを調べる。 

・電流と電圧の関係を調べる。 

（オームの法則） 

・電流によって発生する熱や光を調べる。 

・磁石や電流のまわりの磁界を調べる。 

・磁界の中においたコイルにはたらく力を調べる。 

・コイルと磁石で電流を発生させる実験を行う。 

 



令和６年度 狭山市立狭山台中学校  第 2学年  英語科  授業計画 

 

１）教科の目標 

①英語を使って自らコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

②４領域（聴く・話す・読む・書く）の調和を心がけ、基礎学力が定着する授業を工夫する。 

③英語圏をはじめとする異文化に触れ、グローバルな見方や国際人としての自覚を育てる。 

２）評価の観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）評価の方法 

１ 小テスト・定期テスト 

２ 発表（スピーキングテスト）・音読（リーディングテスト）・英作文・小テスト・定期テスト 

３ 授業態度、ノート、ワークブック、ワークシート、その他提出物 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

７月 

 

1学年の復習 

辞書を読んでみよう 

<Program 1> 

Start of a New School Year 

<Steps1> 情報をつなげながら 

メモをとろう 

<Program 2> 

Leave Only Footprints 

<Power-Up①>天気予報を聞こう 

<Power-Up②)>電話をかけよう 

 

<Word Web①>スープの材料 

 

<Program3> 

Taste of Culture 

<Steps2>文章の構成を考えよう 

<Our Project④>「夢の旅行」を企

画しよう 

・既習の文法事項について学習する。 

・英和辞典に書かれている内容について学習する。 

・I’m going to ~ . / I will ~ . / When～,…. If ~ ,…. の意味や

表現について学ぶ。 

・情報をまとめながらメモをとる練習をする。 

 

・I think (that)-. I don’t think (that)-./ We must -. /  

We have to -. We don’t have to - .の意味や表現を学ぶ。 

・天気予報を聞き、必要な情報を捉える。 

・様々な場面に応じて、自分の状況や用件などについて電話

で伝えあう。 

・自分たちの好きなスープ作りに必要な材料について伝え

あう。 

・I want to see-. / I enjoy dancing. / I’ll go to New York to 

study-. a lot of things to do.の意味や表現について学ぶ。 

・自分の行きたい場所を紹介する。 

・「夢の旅行」を企画し、プレゼンテーションを行う。 

 

１ 知識・技能 

実際のコミュニケーションにおいて，日常的な話題や社会的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを， 

簡単な語句や文を用いて話したり書いたりして表現したり伝えあったりする技能を身に付けている状況を評価す

る。また日常的な話題や社会的な話題について話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読んだりして，その内

容を捉える技能を身に付けている状況を評価する。 

２ 思考・判断・表現 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，事実や自分の

考え，気持ちなどを，簡単な語句や文を用いて，話したり書いたりして表現したり伝えあったりしている状況を評

価する。日常的な話題や社会的な話題について話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読んだりして，コミュ

ニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報や概要，要点などを捉えている状況を評価する。 

３ 主体的に学習に取り組む態度  

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語

を用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価する。 

※以上の観点について、聞くこと・読むこと・話すこと[やり取り]・話すこと[発表]・書くことについて評価する。 



 

 

 

２

学

期 

 

 

 

９月 

 

１０月 

 

 

１１月 

 

 

１２月 

<Reading①> 

Gon, the Little Fox 

<Word Web②>いろいろな形容

詞 

<Program4> 

High-Tech Nature 

<Word Web③>楽器の名前 

<Program5> 

Work Experience 

<Power up③>レストランで食事

をしよう 

<Program6> 

Live Life in True Harmony 

<Steps3>会話をつなげ、深めよ

う 

<Our Project⑤>こんな人になり

たい 

<Reading②> 

Friendship beyond Time and 

Borders 

<Word Web④>いろいろな前置

詞 

・Reading活動を通して、既習事項を振り返る。 

 

・形容詞の意味や働きを理解し、絵の内容について伝える。 

 

・cuter than-, more expensive than- / the longest-, the most 

wonderful- / as big as-, not as heavy as- を学ぶ。 

・楽器の名前を学ぶ。 

・know how to do / You look-. / I’ll show you-.の意味や表現

について学ぶ。 

・レストランに入店から注文までのやり取りを学ぶ。 

 

・is used / was built by- / is known to-, are covered with-の

意味や表現について学ぶ。 

・相槌、疑問詞を使った疑問文などを学ぶ。 

 

・ある人物について、読み手に分かりやすいポスター記事を

作る。 

・Reading活動を通して、既習事項を振り返る。 

 

 

・位置を表す前置詞を学ぶ。 

３

学

期 

１月 

 

 

 

 

２月 

 

 

 

 

 

 

３月 

 

 

 

 

<Program7> 

A Gateway to Japan 

 

 

<Steps4>相手にわかりやすい説

明をしよう 

<Power up④>空港アナウンスを

聞こう 

<Program8> 

A Hope for Lasting Peace 

<Steps5>説得力のある主張をし

よう 

<Power Up⑤>メールで近況報告

をしよう 

<Our Project⑥>この１年で得た

「宝物」 

<Word Web⑤>町の風景 

<Reading③> 

Visas of Hope 

・I have already read-. / Have you taken-? /  

I haven’t packed-. / I have never seen-. / 

 Have you ever climbed-? I have climbed-.の意味や表現に

ついて学ぶ。 

・相手が未知のものについて説明する手法を学ぶ。 

 

・空港アナウンスを聞いて、放送内容を正確に聞き取る。 

 

・I have practiced-. How long have you been-? / We have 

been waiting.の意味や表現について学ぶ。 

・客観的な事実や具体的な理由とともに主張する方法を学

ぶ。 

・事実に対して感想や意見を添えてメールを書く。 

 

・「この一年で得た宝物」について、自己 PRをする。 

 

 

・身の回りの施設などについて学ぶ。 

・Reading活動を通して、既習事項を振り返る。 



 

 



【音楽科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  音楽科  授業計画 

 

 

１）教科の目標 

⑴知識及び技能 

  曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するととも

に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

⑵思考力、判断力、表現力等 

  音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるよ

うにする。 

⑶学びに向かう力、人間性等 

  音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音

楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 

 

２）評価の観点 

①知識・技能 ・曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理

解しているかどうかを評価する。 

・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌

唱、器楽、創作で表しているかどうかを評価する。 

②思考・判断・

表現 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、曲にふさわしい音楽表現としてどのように表

すかについて思いや意図をもったり、音楽を評価しながらよさや美しさ

を味わって聴いたりしているかどうかを評価する。 

③主体的に学

習に取り組む

態度 

音や音楽、音楽文化に親しむことができるよう、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている

かどうかを評価する。 

 

３）評価の方法 

・学習状況の達成度をふまえ、上記①～③の観点を A・B・C で評価し、それらをもとに５

段階の評定を出します。 

・評価の材料は下記のとおりです。 

定期テスト（１・３学期末）、実技発表及び実技テスト、小テスト、ワークシート、 

学習活動の様子、発言発表・ワーク・レポート等の内容 等 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月 題材 学習内容 

１

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

学

期 

４月 

５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

 

○ガイダンス 

○豊かな響きの発声で歌唱表現を工

夫しよう 

・校歌 

・いろいろな発声練習 

・夢の世界を 

 

○多声音楽の魅とパイプオルガンの

響きに親しみ、その魅力を味わお

う 

・フーガ ト短調 

 

○音の重なり方や反復、変化を理解

して、創作表現を工夫しよう 

・Let’s Create! 

・言葉によるリズムアンサンブル 

 

○曲想と音楽の構造との関わりを理

解して、その魅力を味わおう 

・交響曲第５番ハ短調 

 

○曲想と歌詞の内容との関わりを理

解して、歌唱表現を工夫しよう 

（※１～２学期） 

・夏の思い出 

・サンタルチア 

・荒城の月 

○民謡や郷土芸能の魅力を味わおう 

 

○曲想と音楽の構造との関わりを理

解して歌唱表現を工夫しよう 

・校内音楽会 学年／クラス合唱曲 

（※～11月） 

・授業の受け方、年間の学習計画、評価について 

・音楽活動を通して仲間とのコミュニケーションを図る。 

・発声のための身体の使い方を理解し、豊かな響きをもった発声

を身に付ける。 

・美しいハーモニーを感じて歌う力を養う。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すると

ともに、それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫

して歌う。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解するとともに、曲や

演奏に対する評価とその根拠について考え、音楽のよさや美し

さを味わって聴き鑑賞文で伝える。 

 

・音素材の特徴及び音の重なり方や反復、変化、対照などの構成

上の特徴について理解するとともに、それらを生かしたまとま

りのある創作表現を創意工夫して音楽をつくる。 

 

 

・オーケストラの構成を学び、管弦打楽器による表現の幅と魅力

を味わう。 

・ソナタ形式の特徴を学習し。曲の構成を理解し全体を味わって

聴く。楽曲全体の魅力を鑑賞文で伝える。 

 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりについ

て理解するとともに、それらを生かした曲にふさわしい歌唱表

現を創意工夫して歌う。 

 

・今に受け継がれる郷土の芸能（音楽）について学び、音楽文化

を伝えていくことの価値を見出す。 

・生活や社会の中の音楽の意味や役割について考える。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解すると

ともに、それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫

して歌う。 

 

10 月 

11 月 

12 月 

○言葉の抑揚を生かして、創作表現

をしよう 

・My Melody 

○オペラに親しみ、その音楽を味わ

おう 

・アイーダ 

 

○世界の様々な音楽の特徴を理解し

て、その魅力を味わおう 

・世界の諸民族の音楽 

○音階や言葉などの特徴、音のつながり方の特徴などについて学

び、それらを生かして創作表現する。 

 

・総合芸術の魅力を味わう。オペラの音楽から、人間の様々な感

情や、ドラマを感じ取る。 

・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり

について理解する。 

・諸外国の様々な音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の多

様性を理解するとともに、音楽表現の共通性や固有性について

考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。 

 

３

学

期 

1月 

2月 

3月 

○歌舞伎に親しみ、その音楽を味わ

おう 

・歌舞伎「勧進帳」 

・長唄「勧進帳」 

・寄せの合方によるリズムアンサンブル 

 

○心をこめて合唱しよう 

 ・卒業、進級に向けての合唱曲 

 ・国歌「君が代」 

 

・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり

について理解する。 

・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり

について理解するとともに、それらを生かした曲にふさわしい

歌唱表現を創意工夫して歌う。 

・日本の伝統芸能の魅力を味わう。 

 

・１年間の学びを生かし、卒業式と進級に向けて先輩への感謝や、

新入生を歓迎する思いを伝える合唱表現を追求する。 

 



【美術科 シラバス】 
 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  美術科  授業計画 

 

１）教科の目標 

「知識及び技能」 

対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、創

造的に表すことができるようにする。 

 

「思考力、表現力、判断力等」 

造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生み出

し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりするこ

とができるようにする。 

 

「学びに向かう力、人間性等」 

美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな

生活を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 

 

２）評価の観点 

 

〇知識・技能 

対象や事象を捉える造形的な視点について理解し、表現方法を創意工夫、創造的に表して

いる。 

 

〇思考・判断・表現 

造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主 

題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め

たりしている。  

 

〇主体的に学習に取り組む態度 

美術の創造活動の喜びを味わい主体的に表現及び鑑賞の幅広い学習活動に取り組もうとし

ている。 

 

 

３）評価の方法 

〇知識・技能 

 作品（途中経過も含む）、授業での活動、授業内テスト、ワークシート 等 

〇思考・判断・表現 

 アイデアスケッチ、ワークシート、作品（途中経過も含む）、宿題 等 

〇主体的に学習に取り組む態度 

 授業への取り組み、発言、発表、提出物、振り返りカード 等 

 

 

 

 

 

 



４）各学期の学習内容 

 月 題材 学習内容 

 

 

１

学

期 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

6 

7 

 

絵や彫刻で学ぶこと 

（ガイダンス）教ｐ8，9 

 

表現風景画 あの日 あの時 

あの場所で（絵画） 

教 p12～17、106 

 

・時代ごとに変化を重ねたピカソの作品を鑑

賞しながら、描くことやつくることの意味を

考える 

 

 

・奥行や広がりをとらえる表現方法を理解し

て表現に生かすとともに、表現主題に沿った

構図や彩色方法などを工夫して、風景画に表

す。 

 

 

 

２

学

期 

9 

 

 10 

 11 

 

 

 12 

 

表現・鑑賞 

願いを叶える魔法の仮面 

（彫刻・鑑賞） 

教 54～55 

 

 

 

 

鑑賞ゲルニカ 

教 p94～95 

 

・京都や奈良の仏像について知り、仏像に込

められた人々の願いや思いを感じ取りなが

ら、その良さや美しさを鑑賞する。 

自分の願いや思いを色や形で表し、仮面をつ

くる。 

 

 

・ゲルニカに込めたピカソの心情や表現の意

図、造形的な工夫を理解し、自分の価値意識

をもって作品を味わう。 

 

 

 

 

３

学

期 

１ 

 

 

２ 

３ 

鑑賞 記憶の固執 

 

 

 

 

表現想像の創造（絵画） 

教 p20～21 

 

 

 

・サルバドール・ダリ「記憶の固執」を鑑賞

する。描かれているものをよく観察し、それ

を解釈しようとするとともにそれらが全体で

どのような表現を構成しているのか考える。 

 

・空想や想像の世界を広げたり、考えたりし

て主題を生み出し、表現する。 

パステルの特性を学び、その特色を生かし

て、自分の表現意図に合う新たな表現方法を

工夫する。 

 

※制作状況により題材の順番が前後することがあります。 



令和６年度 保健体育科シラバス 
 

１ 授業の目標 

①積極的に運動に親しむ資質や能力の育成。 

②健康の保持増進のための実践力の育成。 

③運動の合理的な実践を通して体力の向上を図る。 
 

授業のねらい 

○授業の約束を守りましょう。  

① 授業の時間を守る 

② 服装を整える 

③ 道具の忘れ物をしない 

④ 見学時の連絡（生徒手帳） 

○「自分から」取り組みましょう。 

① 準備運動や係の仕事が『自分から』できる。  

② できないことをできるようにするために調べたり聞いたり工夫したりと指示を待つのではなく

『自分から』取り組める。  

③ 自ら学び、自ら考える力を育てるために「運動の学び方」を重視しています。 

○ 自己評価 （自分自身で） や相互評価（友達と）を大切にしましょう。  

① 自分の態度や服装、技能を自分で評価しよう。 （資料や学習カードの活用） 

② 友達とお互いに評価しあい、それを励みにさらに次の段階へ進みましょう。 

③ 先生の評価や指導・アドバイスをどんどん取り入れましょう。 

 

２ 評価の観点と方法 
 

※観点別評価はＡＢＣでつけ、それを受けて５段階で評定として表します。 

観   点 評 価 規 準 各評定における観点の評価の基準 

①   知  識・技  能 ５    

学習した基本技能 各単元でしめす ４    

発展技能 各単元でしめす 
３ 

   

     

②   思  考 ・ 判  断・表  現 ２    

学習カードの書き込み 必要事項が記入してある １    

課題のポイント 自己の課題を確認できる 基本的なパターンです。 

ゲーム等で応用 ルールを理解し、ゲームができる 保健体育が好きになるためには 
 

①自分の体の健康や調子に関心を持ちましょう

②自分の体力・運勁能力を知りましょう 

③身近なスポーツに興味・関心を持ちましょう 

④積極的に身体を動かし、終わった後の心地よ 

さを味わいましょう 

⑤基本的生活習慣を身につけましょう 

③ 主体的に学習に取り組む態度 

服装・忘れ物 １～２忘れ、単元による 

自主的な準備運動 自ら進んで取り組める 

機敏で意欲的 笛や合図の約束を理解している 

 



３ 各学期の学習内容と学習のポイント 

 

保健体育科ではこんな学習をします 
狭山台中学校で学習する保健体育は、体育分野と保健分野の２つの分野に分かれています。 

○ 体育分野では 
（１）体つくり運動（２）器械運動（３）陸上競技（４）水泳（５）球技  

（６）武道（柔道）  

（７）ダンス 

（８）体育に関する理論を学習します。 

○ 保健分野では 
（１）心身の機能の発達と心の健康（２）健康と環境 

（３）傷害の防止（４）健康な生活と疾病の予防を学習します。 

○保健体育科の基礎・基本とは  

①運動の楽しさや喜びを味わうこと  

②健康で安全な生活を営むこと  

③体力を高めること  

「体力」や「技能」だけではなく「態度」や「学び方」を含めて広くとらえています。 

 
 

授業の学習内容 

 
  

 １    年 ２    年 ３    年 

１

学

期 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技 ハードル、走り幅

跳び 

・器械運動 

・水泳 

・体育に関する知識 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技 ハードル、走り幅

跳び 

・器械運動 

・水泳 

・体育に関する知識 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技 ハードル、走り幅

跳び 

・器械（陸上・器械は選択） 

・水泳 

・体育に関する知識 

２

学

期 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技 

・ダンス 

・ソフトボール 

・バレーボール 

・保健 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技 

・ダンス 

・ソフトボール 

・バレーボール 

・保健 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技 

・ダンス、バレーボール        

 ソフトボール   1選択 

・バドミントン、ハンドボー

ル、タッチラグビー1選択              

・保健 

３

学

期 

○オリエンテーション 

・武道(柔道) 

・サッカー 

・バスケットボール 

・保健 

○オリエンテーション 

・武道（柔道） 

・サッカー 

・バスケットボール 

・保健 

○オリエンテーション 

・武道（柔道） 

・バスケットボール 1選択 

・サッカー 

・保健 



【技術科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  技術科  授業計画 

 

１）教科の目標 

・生活に必要な基礎的な知識と技術（スキル）の習得を通して、生活と技術とのかかわりに 

ついて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する力を身につける。 

・実習を通して、実践的・体験的に「ものづくりやエネルギーの利用」および「コンピュー 

タの活用」等に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に評価し活用する力を養う。 

 

２）評価の観点 

１．知識・技能 

＊習ったことに関する理解力・身につき方  

①定期テストによって、知識・理解度を評価する。 

②プリント内容等に習ったことが記入されている。 

＊道具の使い方、コンピュータの使用方法および機能の使い方 

①パソコンを適切に扱う。 

②道具を安全に使い、正しく使うこと。  

２．思考・判断・表現 

  ＊作品に対して工夫したり、努力したりする様子が見られたか 

   ①作品の仕上がりに工夫し、解決しようとしている。 

   ②製作への努力をして、周囲に伝えることができる。 

３．主体的に学習に取り組む態度 

  ＊授業に対する取り組み方 

①忘れ物をしない。 

②発言の機会があったら積極的にする。 

③授業中は私語をしないで、集中して取り組む。実習（作業）は意欲的に取り組む 

 

３）評価の方法 

（１）１～３のそれぞれの観点について、Ａ，Ｂ，Ｃをつけ、その観点をもとにして 

技術科の５段階の評定を出します。 

 

（２）学年評定は家庭科の評定と合わせて、「技術・家庭科」の評定を出します。 

  

 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

４月 

 

 

 

 

５月 

 

 

 

６月 

 

 

 

７月 

【Ｄ情報】 

・情報についての基礎的・基

本的な知識・技能 

 

 

【Ｃエネルギー変換】 

・エネルギー変換についての

基礎的・基本的な知識・技能 

 

 

・エネルギー変換の技術に

よる問題の解決 

 

・情報モラルと知的財産 

・コンピュータと情報処理 

 

・わたしたちの生活とエネルギー変換 

・電気エネルギーの利用 

・動力の利用 

・エネルギー変換の実際 

 

 

・エネルギー変換題材による製作 

・実習 

２

学

期 

９月 

 

 

１０月 

・社会の発展とエネルギー

変換の技術 

 

【Ｂ生物育成】 

・生物育成の技術についての

基礎的・基本的な知識・技能 

 

・生物育成の技術による問

題解決 

 

・社会の発展と生物育成の

技術 

・エネルギー変換に関する技術の評価・活用 

 

 

・わたしたちの生活と生物育成 

 

・生物の育成 

 

・作物の栽培 

 

・実習 

 

・生物育成に関する技術の評価・活用 

 

＊後期は「家庭科」に切り替わります。 

切り替えの時期は１０月下旬頃を予定しています。 



【家庭科 シラバスについて】 

 

令和６年度  狭山市立狭山台中学校  第２学年  家庭科  授業計画 

 

１）教科の目標 

 ＜衣生活＞ 

〇健康・快適・安全で豊かな衣生活に向けて考え、工夫する活動を通して、衣服の適切な選

択や着用、衣服の計画的な活用、日常着の手入れ、製作に関する知識及び技能を身に付け

る。 

〇これからの生活を展望して、衣生活の課題を解決する力を養い、衣生活を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を育成する。 

 ＜住生活＞ 

〇健康・快適・安全な豊かな住生活に向けて考え、工夫する活動を通して、家族の生活と住

空間との関わり、住居の基本的な機能、家族の安全を考えた住空間の整え方に関する知識

及び技能を身に付ける。 

〇これからの生活を展望して、住生活の課題を解決する力を養い、住生活を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を育成する。 

 ＜保育＞ 

〇幼児の生活と家族について、課題をもって、幼児の発達と生活、幼児との関わり方に関す

る基礎的・基本的な知識を身に付け、それを支える家族の役割や遊びの意義について理解

する。 

 

２）評価の観点 

①知識・技能 

 

 

家族・家庭の基本的な機能について理解を深め、生活の自立に必要な家

族・家庭、衣食住、消費や環境などについて理解をしているとともに、

それらに係る技能を身につけている。 

②思考・判断・ 

表現 

 

これからの生活を展望し、家族・家庭や地域における生活の中から問題を

見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察した

ことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身につけている。 

③主体的に学

習に取り組む

態度 

家族や地域の人々と協働し、よりよい生活実現に向けて、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し、

実践しようとしている。 

 

３）評価の方法 

定期テスト、実技テスト、学習ノート、レポート 等 

※学年評定は技術科の評定と合わせて、「技術・家庭科」の評定を出します。 



  

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

4月 

 

 

 

5月 

 

 

 

 

6月 

7月 

【B衣食住の生活（衣生活）】 

1 目的に応じた衣服の選択 

 

 

2 日常着の手入れと保管 

 

 

 

 

3 生活を豊かにするものの製作 

 

4 持続可能な衣生活 

 

・衣服の役割 ・色について 

・和服と洋服の特徴 

 

・衣服の汚れと手入れ 

・衣服の素材と性能、取扱い表示 

・洗濯、衣服の収納 

・衣服の補修（基本的な縫い方） 

 

・生活に役立つものの製作 

 

・環境を守る衣生活 

２

学

期 

9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

【B衣食住の生活（住生活）】 

1 住まいのはたらきとここちよ

さ 

 

2 安全な住まいで安全な暮らし 

 

 

3 持続可能な住生活 

 

【A家族・家庭生活】 

2 幼児の生活と家族 

 

 

 

4 家庭生活と地域のかかわり 

 

5 持続可能な家庭生活 

 

・住まいのはたらきと空間 

・日本の風土と住まい、現代の住まい方 

 

・家庭内事故への備え 

・災害と住まい 

 

・環境に配慮した住まい 

 

 

・幼児の頃の自分と今の自分 

・幼児の体と心の発達 

・発達にとってのおとなの役割 

 

・高齢者とのかかわり 

 

・SDGsと家族・ワークライフバランス 

 

※技術と家庭科は前期後期で入れ替わります。 

切り替えの時期は１０月下旬頃を予定しています。 

 



令和６年度  狭山市立狭山台中学校   道徳科  授業計画 

１）教科の目標 

  よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から

多面的・多角的に考え，人間としての生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を

育てる。 

 

２）評価の視点 

・物事を多面的、多角的に捉えている様子 

・道徳的諸価値の理解を自分自身との関わりの中で深めている様子 

数値による評価はせず，記述式とする。 

 

３）評価の方法 

授業や課題への取り組みの様子、ワークシートの記述、授業中の発言 等 

各学年で可能な限りローテーション授業を行い、多くの教員からの視点で生徒の発言や心の変容を見届ける 

 

４）各学期で学習する内容項目 

 １年生 ２年生 ３年生 

1

学

期 

・礼儀 【あいさつを交わして】 

・遵法精神，公徳心 【義務について考えよう】 

・向上心，個性の伸長 【自分との付き合い方を考

えよう】 

・相互理解，寛容 【いじめに当たるのはどれだろ

う】 

・自主，自律，自由と責任 【傍観者でいいのか】 

・節度，節制 【安全な生活のために】 

・友情，信頼 【友達とともに】 

・勤労 【働くってどんなこと？】 

・社会参画，公共の精神 【ボランティア活動に参

加して】 

・郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 

【ふるさとのために】 

・礼儀 【良好な関係を目指して】 

・社会参画，公共の精神 【よりよい社会を目指し

て】 

・相互理解，寛容 【歩調を合わせて】 

・公正，公平，社会正義 【私のせいじゃない】 

・自主，自律，自由と責任 【あの子のランドセル】 

・友情，信頼 【みんなでとんだ！】 

・向上心，個性の伸長 【今を生きる私のために】 

・家族愛，家庭生活の充実 【思いを形に】 

・我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 

【和食の良さってなんだろう】 

・思いやり，感謝 【支えあいの中で】 

・郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 

【郷土の魅力にふれて】 

 

・礼儀 【言葉にそえて】 

・勤労 【働くことの喜びとは】 

・公正，公平，社会正義 【無実の罪】 

・自主，自律，自由と責任 【ある日の午後から】 

・思いやり，感謝 【周りの人に支えられて】 

・よりよく生きる喜び 【信念をつらぬいて生き

る】 

・家族愛，家庭生活の充実 【家族の支えがあるか

ら】 

・向上心，個性の伸長 【見方を変えれば】 

・郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 

【郷土に息づく心にふれて】 

・我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 

【先人の思いとともに】 

・節度，節制 【日々を見つめて】 



２

学

期 

・生命の尊さ 【いのちを考える】 

・郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 

【心に郷土を刻もう】 

・遵法精神，公徳心 【誰もが気持ちよく過ごせる

社会を目指して】 

・よりよい学校生活，集団生活の充実 【よりよい

クラス活動を目指して】 

・勤労 【いきいきとかがやいて】 

・思いやり，感謝 【その人が本当に望んでいるこ

と】 

・家族愛，家庭生活の充実 【家族の思いにふれて】 

・公正，公平，社会正義 【クラスの生活をよくす

るために】 

・よりよく生きる喜び 【心の弱さを乗りこえるた

めに】 

・希望と勇気，克己と強い意志 【挑戦し続けるこ

と】 

・生命の尊さ 【いのちを考える】 

・遵法精神，公徳心 【よりよい社会のために】 

・節度，節制 【気持ちを整えて】 

・友情，信頼 【情報モラルと友情】 

・よりよい学校生活，集団生活の充実 【誇りを胸

に】 

・相互理解，寛容 【おおらかな気持ちで】 

・国際理解，国際貢献 【垣根をこえて】 

・自然愛護 【自然環境に優しく】 

・社会参画，公共の精神 【たがいに支えあう社会】 

・公正，公平，社会正義 【正義を追い求めて】 

・感動，畏敬の念 【敬意をもって自然と接する】 

・感動，畏敬の念 【神秘の世界へ】 

・生命の尊さ 【いのちを考える】 

・節度，節制 【自分の生活を見直して】 

・社会参画，公共の精神 【寄り添う中で】 

・勤労 【将来の自分を見つめて】 

・遵法精神，公徳心 【次世代のにない手として】 

・友情，信頼 【情報モラルと友情】 

・自然愛護 【恩恵に感謝して】 

・公正，公平，社会正義 【差別や偏見をなくすた

めに】 

・よりよい学校生活，集団生活の充実 【伝統を創

るもの】 

・希望と勇気，克己と強い意志 【より高い目標を

目指して】 

３

学

期 

・真理の探究，創造 【新しいものを生み出すとき

に】 

・友情，信頼 【情報モラルと友情】 

・国際理解，国際貢献 【世界の人々とつながる】 

・社会参画，公共の精神 【公共の精神とは】 

・感動，畏敬の念 【自然の力と向き合って】 

・相互理解，寛容 【人の気持ちが分かる人間を目

指して】 

・よりよく生きる喜び 【生きることのすばらしさ

を感じて】 

・自然愛護 【自然との繋がりを考えよう】 

・我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度【日

本の伝統と文化にふれて】 

・よりよく生きる喜び 【自分を信じて生きると

は】 

・勤労 【勤労から得られるものとは】 

・希望と勇気，克己と強い意志 【あきらめない気

持ちで】 

・我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度【伝

統文化を継承し発展させていくために】 

・真理の探究，創造 【真実を求め続けて】 

・思いやり，感謝 【気持ちを込めて】 

・遵法精神，公徳心 【正しい判断とは】 

・友情，信頼 【心から信じ合える友を】 

・相互理解，寛容 【価値をめぐって】 

・よりよく生きる喜び 【弱さと向き合って】 

・国際理解，国際貢献 【その子の世界，私の世界】 

・真理の探究，創造 【新しいものを生み出すには】 

・思いやり，感謝 【人っていいなあ 思いやりの

連鎖】 

・社会参画，公共の精神 【自ら社会参画を】 

 


